
組むよう努める。

平成 24 年 震� 学 校 評 面 種

雨前1 |崎被湾大学術属幼縫圏� 

O 健康な俸のそFどち� O よく考えて霞後さまでやりぬく子ども O やさしく重量かなIUJIをちつ子どち

2 2転車事度の量点目縁

園運営
共有し指導にあ主主否。
「子どちにとって愈昧ある潔演とIctJに迫る。� 

事実育研究活動� 

脅主総滋dごの道草機(3) 

分野・領減ごとの学校跨係者評価4D :i議成していない]C:あ絞り溌成していない8:概ね濃成している5語己き事密結果(達成伏i5e)[A :i義成している3 

彼自警の方策取総選露誌の状況
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-今後も聖E員聞で濠織をまとり、共通環
君事者を留りながら取り絡んでほしい。

すなど、十分な滋り緩みがみられる。
今後ち継続してほしいa
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0学年、学級緩怠
・図指す各学主事や学級の議患に向iヲ、
ねらいを場確にし、世十日源的な潔尊属
相事~を行うa

a 臼々の保育については総閣時の鋭
明及び� f学級、学年通俗J毒事で事華
街レ意義鱗毛筆求めるe 各行司陣につい
ては、取り絡みのねらいを聖母思議に
知ら校、あわt立て司匹後のアンケー
トの議事費慢を鯵容にその成集及び狼
煙を� r/5、ょっこだより� j等で公表
する。

の箪霊童及び鰯股の鉱卜� f襲警震学綬圏における安傘奇襲傑及び安全の手引きjを孤鎌iこ配付し、罵知徹
語怒した.i時的毎月9院や臓般の安
費削11練{議、 不� 

じだ安
は、定
促すことL 
1超すっfbl山

・安全点検の結集は、
.幸喜被災1:1事1J!Aの慢我

毎月� f子どもま記念の日jを位置置づけ、
嫌々 な彦警障害を線ま怒して繁喜怒している
ことは渇く柳備で署警告5.滋灘誇の教
員の連絡体制宅31m減似し、司君確Iこす

など、よくaIl型摩されている。保健
の入り口を騰に郷紋し、非常時1;:
ll;lできるようにしている1:.(ごちS撃
で怒る。

信縫製駅i志、教員が迅速かつ糊縮に苅
ずることが線題であり、今後ち殺 の危自信

懐穫量震襲撃や対応能力の向上の去とめに綴織して
いく必要警がある。そのためにち、毎月憾々な
ケースを獄窓しての避磁器11鎌を継続したい。� 

A 

子どちまt~の 8J を猿定し、選目撃制緩やま世会簿類、
を行った。
応、火災、地縁者を緩怒し、各学年や幼!湾
容を検討し、より織やかな指導力宅でさき
位置づけることにより、敏S車の醤後癒

った。引き渡し部緩や小学校dこ合隠の不奮苦言

に提出レ、速やかに修媛、話交替を行った。
〉初期対応をま適切iこで怒るよう研修� 

分野・領型車 善事{遜演13(取組内容〉 宅群筏8己E平価結果及m望書警の7吉宮臓の遡切さに
ついてのき平磁

<>捌週離宮援については、いすれのE事総演
自においてち、� a己解価以jこのこと
が祭事態でZきている.

な 組
シ
つ

り
一
な

鮫
ダ
と体

-今後宅5大理学と…体となった窓還醤を
行ってほしい。

lIJiI滋 。鍛明責任� *奇襲義援護~Iこ r/3\ょっこだより j 後発行
したり、� 8常的lこ保育終了後、飽佼
より係資や子どちの湾ちについて隠
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練を行ったりした。11実地雷だり、� i訟鈴蘇生滋を消防



分野・領韓首 碑価項目〈取組内密〉 葉支総量義戒の状況 Z草鐙� 号覚書躍のだ策 学綬寄己解価値果及びE量管の方策の適切さ
についての評価

。聖賢官軍活聖書 作成し、貫主援の実態や童書宛の A -三ま手間の事費者皆様穫ををちつ紛殺濁として、毎年 。敏育研究活動についての自己解価結
・本匿の特色ある取り組みである「う ように努めた。 教育線緩蓄をJa隠しながら3まま事鱒の幼舟の育ち 集1<1:妥当であり、政善の方策ち漉切
れしのタイムjのねらいを穏確に 蓄の舗やねらい、取り書み を路通した保育が行えるよう、告を微量輸閣の傑 である。� 
し、事喜男が学級・学年iこ応じた透 り滋りを行い、事m尽のち 膏緩や子どち観の主主覇軍!こ向けての取り組みをま
徹夜震興ずる。 今後も行っていく。� '3若手閣の泊児の育ちがはっきりと表

れており、しっかりしだ敏育がなさ	走、幼児の書官ちを受える「う3を長
裏書や行事毒事との濁速について意 れている。
貸でま蓄し合う祖聴会を設けた。

潟宅.網剛剛叫網剛網。毒事潟重量憲章 -年度当初に書意義喜径より、 幼� 9	 A -個々の鈎児に応じた掲語障を念敏鎌が共灘型車修 遊びの環担軽が常に変化しており、幼
・総宛一人一人の絡慾jこ応じた指導 を行い、事き宛透鯵や費量織の怒り汚1<:役n:てるととち!こ、今後の気通しを立 し、適切に行っていけるように、今後ち練習惨 兜の実態に合った環憤作りがなされ
がでさるよう書室長罪悪ごと及びカウン てている。� g々 の銀事警情報疫機会や紛のおお合わせのゆで、金敏員が情報 な情報の共有、個!こ曜日じだ織理事の校り7引につ ているなど、教育内容が昨年よりも� 
セラ叫によるアドパイス等を包々 を共有することで…貸しだ紋穫が行え ようにレ1e.. いての共通理解張図っていく。� Eさらにヂ百貨している。
の練習善策線交費量や敏員会獲等で共 ・キンダーガーデン・カウンセラ叩1<:、古島クラス学期iこ2-3悶線療しても
警護する. らい、置々 の総!尽iこ応じた指湯治滋のアドパイスを受けたり、保自聴者の栂

桜へとつないだりすることで、より舗の締役!こ応じた指導が行えるように
努めたe カウンセラーからのアドパイス1<1:、会紋織で共有し-.レた姿鎗
で指導できるようにレた。� i鋭聖書!と応じて働制のま堅調量昔十目隠径作成し、定期的
に莞置し、次年度1<:51君主縦げるようにレP

絞害事研究活動

・就学にむけて、� 6月と� 9月lこ事監S躍は緩号炉
授と連絡を取り合い、日常の納児の織
のスムーズな決定と進学後の適切な媛
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0::1-官官て3後繊添織の 実
-傑盟問の係官官力者を満める f親衛て
プログラムリをま施し、より期集
的なぞF官官て:2踏襲割臨調障をま縫逃する。 い

。研究発表や公甥奇襲覇軍� 1・ 研究会は、習院内外の窓公私立網稚麗・保育所敏員、大学教録、大
.年31Qlの毒事等教音響研究会をま滋レて、 おの話番加者を会員として年� 31Ql行つだ。Iifベ 1骨Ogのお加翁
研究のlil察を発表レ、地自時及び役 ;t1e.， 	

8 -研究テーマについては、繁華筆者医綴をゆ必に迫
っていったが、次年度Id:実慾の銀事事者をE互いに

-p噌湾2盟実施しているなど着� 
iこ訴 が遣まめられている。

晃合うことで検まましていく滋会をま銭けだい。� 

く、かつ積獲鈎な重害認を促進言rるように、� S礎	 るため、議書創設ち請書えている。子育

加の必要性についてち啓発していきたいe る。今後、奇襲機管iこちう少し考えて
ちらう織があってちょいのではない
か。

E8 子湾てひろば では、雪量鐙苦言への負鎚が少な -意義語集護 が砂加しやすく工夫されていr j. 

S 3 iきな活重車内容や幼宛へのかかわり湾奇警につ て 仮綴喜陣頭慢の発事健 こ隠しては、自己体� 
いて傍線発信をしていくとともに、保護穫量参 静繍以上の十分な達成がなされてい

B -幼稚織の71;-ムページの定期的な更新や内密
の充実を図り、地援に向けてより丁寧に情報
夜発信していきたい。

・引き続き文学焼笠の移加を侵撲と結びつける
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などして計蘭し、活動内密の幅を広げ銘力あ -踏ま匹目襲よりち r::1-普賢てひそうiぱJへの
る活動iこしてい容だい@	 銭鎌穫量買が主題3色、ホームペ…ジ{こち

事部に遊びの紹介寄託1ずるなど、工夫
がみられる。次年度iこ{献す、� 2さらに� 
m…ムページをま見や~くする工夫怒
しだり、受講時窃護費者を虫緩やしたりする

主主滋への賓義援 など充実をきt立ていってほしい。

-事l務;織さま容に� 1回は:tBlB(きまたは包濯、復 -之要援 を重賞り入れるなど、若島く
悶〉線僚とこし、地諸費及び役会に貴書置していく の重普 鍔ていただく工炎警をして� 
繊会Aごしたい。 いる盆 BIMI告撃を緩やすことO)QJ

会に賓献する。 ・銭� I悶� (5/30，jOと鴛31Ql(1126主)I手、公開保育、研究事量管、分絡会、 皇室住宅玉 してみてはどうか倫
総話器夜行った。掛~2智伊1 氷) 1立、令年度の新しい獄みとして夏擁護休磁� 
CÞIこ行い、議~nD型1136 tJf~健鶴した保育の写真やデータをもとに保湾を揺る
護問自慾研究会後行った。



学校自己評価値果及び改曹の方策の適切さ
についての評価

醇価取組達成の状況 改善の方策分野・領域 醇価項目〈取組内容〉

A -今事後前ちE事恵性のあし台る連い機を・交織流とな行るように、
後の庖 癒していたい。近襲襲師薗?極号宅 

い
5~

再性認 るし、連鍵活動
量童めた疎他枝種との交

E のあ 活

A -学生がが少きし、でち初実雄習園や鈎児とかかわるチャ
他・校高と種校の・連〈小大鍵 〉� 、オリ工ンテー がンスで 本 へのスムーズなスターリ工ト0-よ実地訂基う教努さ礎育めれ実る(た習教。テが育刻キ実果等EE ス習)トを生かし、初

的な実習となる されるように、 引こき実続施きす鈎る稽。圏でのオ
き、それを基本に ンテーションを早目li日2長民霧重器器護壊軍議さ:一号ii2議JiiI うに、今年度より

障子を経厳できる� 

B 
つだ -臨g豊器富産Eは氏霊閥園白星的腎な酬嬰を自依頼左翼し・干福君場
、キ大ャ32議t 鑓議� 2毒慧蛇態畝芸品富勢-韓i3ιiE書1J5港諸穫盤量島己主祭4謹器研詑究会輔の里コ吉捜ーデ品イ 長の15h器EF 君主2さF与を大

員に

指導

。他校種との連機についての自己評価
は妥当であり、改善の方策ち適切で
ある。

-よく取り組めている。校種間連携に
はメリットととちにデメリットちあ
るので、今後ちE恵性のある連携を
すすめてほしい。

-指導案作成時のパソコン使用は、学
生にとってち時間短縮になり、教材
研究、鈎児理解等に時間を費やすこ
とができる。今後とち刻果的な実習
ができるように努めてほしい。

-大学の附属という利点を活かし、さ
らに連鍵をとり、より充実しだ取り
組みを行ってほしい。

中学・


